
長野県植物研究会誌　56: 27 32（2023） 27

* 所沢 あさ子　長野県飯田市　ajrma@hi3.enjoy.ne.jp

　秋に草むらの中にシロバナリョウノウアザ
ミ (2020 年 所 沢 ) を 発 見 し た。2022 年、 そ
こは花を咲かせたリョウノウアザミ (Cirsium  
grandirosuliferum Kadota) が群生し、昆虫たちが花
から花へと飛び交っていた。草むらの植物種多様性
は高く、様々な生き物が棲みかとしていた。15m
× 10m程の何気ない草地と思っていたが生物多様
性の宝庫であった。このような地域が里で近年急激
に減少しているので大変貴重である。保全のために
報告する。

◆シロバナリョウノウアザミの発見　　●写真１

　リョウノウアザミは、美濃と信濃の「両濃」に生
育する固有植物ということで名がつけられている。
主に湿地や小川沿いに時に林内にも生育する。紅紫
色の花は 9月から 11月まで咲かせ、花期に根生葉
が残る楚々としたアザミである。下伊那では時々
見かけるが絶滅危惧Ⅱ類種 ( 長野県版レッドリスト
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2014 ) 指定種。
　数年前から飯田市山本標高 692m道路端に白花
のリョウノウアザミがあり、土手の縁でも確認し、
シロバナリョウノウアザミ (2022 所沢 ) とし報告
した。

◆草むらには、リョウノウアザミが 60 個体、その
内７個体の白花があった。

　2021 年の道路端から見る土手の上のシロバナ
リョウノウアザミは 3個体で周囲の草に埋もれて
いたので、数回程、際を少し刈り取ってみた。
　2022 年 10 月５日シロバナリョウノウアザミと
リョウノウアザミを残して茂みの約半分 (10m ×
5m) を刈り払ってみた。
　リョウノウアザミは日陰にも強く、丈が 1mを超
える草の中でも花茎をのばし、小さなロゼットだけ
の個体も数えきれないほどあった。リョウノウアザ
ミの開花個体は 60で、その内白花は７個体もあっ

写真 1　シロバナリョウノウアザミ ( 所沢 )
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た。

◆草むらは植物種多様性が高い。

　リョウノウアザミの咲く草むらには、他にも様々
な植物が生育していた。
　刈り残した周りも含め約 15m× 10mの範囲に
ワレモコウ、ウマノアシガタ、チダケサシ、ヌマト
ラノオ、オオバギボウシ・・・等 140 種の植物が
有った。( 資料１　植物種相調査報告 2022 年　参
照 ) 春にはニオイタチツボスミレも群生し、植物種
多様性の高い草むらである。

◆草むらは生物多様性の賑わい。

　10月 8日は晴れて暖かい日だった。草むらで咲
いている花は、主にリョウノウアザミで、花から花
へとハチ、アブ、ハエ、チョウ、ガ、トンボなど目
まぐるしく動き回わっていた。シロバナリョウノウ

写真２　ナミルリモンハナバチ 写真 3　キンケハラナガツチバチ

写真４　トラマルハナバチ 写真 5　キアゲハの幼虫

写真６　キタキチョウ
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アザミでは、青と黒の模様の入った蜂がせわしく蜜
を吸っていた。後で調べるとナミルリモンハナバチ
で、「幸せを運ぶブルービー」と呼ばれている。他
のハナバチの巣に卵を産み付け幼虫を育ててもらう
という。育てる蜂も近くにいる可能性がある。
　丈の高い厄介な草むらと思っていたが、ススキに
はクロコノマチョウの蛹がぶら下がり、ススキやカ
リヤスモドキに食痕があった。ワラビ畑の中には孵
化した子グモの塊、他のクモ、バッタ、カマキリ、
カメムシ、アリ ( 写真。紙面の都合で出会った生き
物ほんの少し紹介。参照 ) などの棲みかになってい
た。知らないで刈払った草むらも、様々な生き物の
棲みかだと思うと冷や汗が出る思いがする。( 資料
２　昆虫種調査報告 2022 年　参照 )

◆手をかけないが在来植物が生育する草地。

　この狭い草むらには、明治、大正時代の蚕玉様 ( こ
だまさま ) や金毘羅様などの石碑がある。周囲にハ
ナノキ湿地があるが、腰を下ろせるくらい乾いてい
る。
　管理は地元で行い、以前は時々刈払い、この 20
数年は年にⅠから 2回刈払われる。耕作もせず、
除草剤の使用も無く草地を維持してきた結果、在来
種が占め外来種は入り込めない環境となり生物多様
性の宝庫となっている。

◆耕作放棄による生物多様性の損失。

　耕作放棄は、帰化植物が入り込みアレチウリ、オ
オブタクサ、クズ、カナムグラなどが繁茂し、大量
除草剤を使用すると裸地になりハキダメギクが繁茂
する。酷い時は斜面の土地は土がだめになり、崩れ
かかっていることもある。
　逆に管理が行き届いて草を刈りすぎるとシバにな
り、耕作の仕方では昔からあった在来の植物や様々
な生き物は淘汰され、生物多様性は失われてしまう。

◆貴重なリョウノウアザミ

　秋にリョウノウアザミの花が長く咲くことは、た
とえ猫の額ほどの狭い土地でも、とても意味がある
ことが分かった。そこでは種の多様性が高い植物が
共存でき、花の密や花粉などを求めて沢山の生物が
訪れ、棲みかとしている。
　下伊那ではハナノキ湿地を中心にリョウノウアザ
ミがまとまって咲く所が何か所かある。そこにはこ
の小さな草むらと同様に、沢山の賑わいがあると思
われる。
　このような生物多様性の保存上重要な里地は、か
つて伊那谷各地にあった。しかし開発や管理放棄や
荒廃してしまい、残っているのは極めて狭い範囲に
なってしまっている。
　最後の砦の様なハナノキ湿地周辺の生物多様性を
大切にし、将来に伝えていきたい。
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2022 年 (10 月 5日、10月 12日、11月 12実施 ) 下記の　合計 140 種　確認した。尚標本の ASは所沢あさ子の標本番号

資料１ 1　山本のリョウノウアザミ群生地　植物相調査
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2022 年 (10 月 5日、10月 12日、11月 12実施 ) 下記の　合計 140 種　確認した。尚標本の ASは所沢あさ子の標本番号

資料１ 2　山本のリョウノウアザミ群生地　植物相調査 ( つづき )

茎は中空　※帰化植物　旧牛舎脇
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2022 年 9月から 11月調査。以下が　写真を撮り ( 目視の 8と 29含む ) 同定した 29種　　所沢あさ子

資料２山本のリョウノウアザミ群生地の昆虫種
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　イナゴ類　バッタ科
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